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新しい議会 構成決まる
豊かさが実感できる  町づくりをめざして豊かさが実感できる  町づくりをめざして 臨

時
会（
10
月
23
日
〜
25
日
）

改
選
後
の
初
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

正
副
議
長
、
３
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会
運
営
委
員
会
な
ど
の
選
任
が
行
な
わ
れ
、
議
会
選
出
の

監
査
委
員
の
同
意
や
特
別
委
員
会
の
設
置
、
そ
の
他
の
議
員
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

副  

議  

長

　
　

 

井
上　
　

 

修 

氏

議　
　

長 　

　
　

 
武
内　

幸
次
郎 

氏

表
紙
の
説
明

議
長
の
あ
い
さ
つ

委  

員  

長　
　

坂　

本　

東
二
郎

副
委
員
長　
　

三　

原　
　
　

茂

委　
　

員　
　

井　

上　
　
　

修

　
　

〃　
　
　

白　

石　
　
　

学

　
　

〃　
　
　

伊　

塚　
　
　

弘

所
管　

総
務
部
、
会
計
管
理
者
、

消
防
本
部
、
選
挙
管
理
委

員
会
、
他
の
委
員
会
の
所

管
に
属
さ
な
い
事
項

総
務
常
任
委
員
会

委  

員  

長　
　

常　

廣　

直　

行

副
委
員
長　
　

桝　

谷　

忠　

明

委　
　

員　
　

梶　

原　

弘　

子

　
　

〃　
　
　

林　
　
　

繁　

実

　
　

〃　
　
　

友　

田　

敬　

而

　
　

〃　
　
　

沖　

永　

義　

樹

所
管　

産
業
建
設
部
、
水
道
局
、

農
業
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

委  

員  

長　
　

三　

原　
　
　

茂

副
委
員
長　
　

小　

山　

信　

美

委　
　

員　
　

坂　

本　

東
二
郎

　
　

〃　
　
　

梶　

原　

弘　

子

　
　

〃　
　
　

林　
　
　

繁　

実

　
　

〃　
　
　

冨　

安　

正　

直

　
　

〃　
　
　

桝　

谷　

忠　

明

　
　

〃　
　
　

尾　

形　
　
　

均

議
会
運
営
委
員
会

委  

員  

長　
　

桝　

谷　

忠　

明

副
委
員
長　
　

山　

口　

純　

治

委　
　

員　
　

三　

原　
　
　

茂

　
　

〃　
　
　

常　

廣　

直　

行

　
　

〃　
　
　

小　

山　

信　

美

　
　

〃　
　
　

木　

原　

洋　

征

　
　

〃　
　
　

友　

田　

敬　

而

　
　

〃　
　
　

尾　

形　
　
　

均

空
港
対
策
特
別
委
員
会

生
活
排
水
対
策
特
別
委
員
会

入
札
制
度
改
善
対
策
特
別
委
員
会

委  

員  

長　
　

井　

上　
　
　

修

副
委
員
長　
　

小　

山　

信　

美

委　
　

員　
　

三　

原　
　
　

茂

　
　

〃　
　
　

常　

廣　

直　

行

　
　

〃　
　
　

木　

原　

洋　

征

　
　

〃　
　
　

桝　

谷　

忠　

明

　
　

〃　
　
　

友　

田　

敬　

而

　
　

〃　
　
　

山　

口　

純　

治

議
会
広
報
特
別
委
員
会

京
築
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会
議
員　
　
　
　

武　

内　

幸
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂　

本　

東
二
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

山　

信　

美

京
築
地
区
水
道
企
業
団
議
会
議
員　
　
　
　
　
　
　

武　

内　

幸
次
郎

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

監
査
委
員
に 

坂
本　

東
二
郎 

氏

委  

員  

長　
　

冨　

安　

正　

直

副
委
員
長　
　

白　

石　
　
　

学

委　
　

員　
　

松　

䕃　

日
出
美

　
　

〃　
　
　

梶　

原　

弘　

子

　
　

〃　
　
　

坂　

本　

東
二
郎

　
　

〃　
　
　

伊　

塚　
　
　

弘

　
　

〃　
　
　

沖　

永　

義　

樹

委  

員  

長　
　

小　

山　

信　

美

副
委
員
長　
　

冨　

安　

正　

直

委　
　

員　
　

松　

䕃　

日
出
美

　
　

〃　
　
　

木　

原　

洋　

征

　
　

〃　
　
　

尾　

形　
　
　

均

　
　

〃　
　
　

山　

口　

純　

治

所
管　

民
生
部
、
教
育
委
員
会

委  

員  
長　
　

冨　

安　

正　

直

副
委
員
長　
　

常　

廣　

直　

行

委　
　

員　
　

松　

䕃　

日
出
美

　
　

〃　
　
　

林　
　
　

繁　

実

　
　

〃　
　
　

木　

原　

洋　

征

　
　

〃　
　
　

友　

田　

敬　

而

　
　

〃　
　
　

尾　

形　
　
　

均

　
　

〃　
　
　

白　

石　
　
　

学



〔4〕〔5〕

議
会

広報
かんだ No.

93
議
会

広報
かんだNo.

93

会
派　

無
会
派

抱
負

　

町
政
が
誠
実
公
正
透
明
性
を

モ
ッ
ト
ー
に
新
し
い
時
代
感
覚

で
地
方
行
政
を
町
民
が
主
役
の

町
政
を
目
指
し
、
若
さ
と
情
熱

を
持
っ
て
活
力
あ
る
町
づ
く
り

に
頑
張
り
ま
す
。

趣
味　

ゴ
ル
フ

沖　永　義　樹
(40 歳　1期 )

新しい議員新しい議員
会
派　

安
立
会

抱
負

　

苅
田
町
に
古
く
か
ら
あ
る
歴

史
、
伝
統
文
化
等
を
中
心
に
町

民
一
人
一
人
の
声
を
大
切
に
し

て
、
町
民
が
住
ん
で
良
か
っ
た

と
思
え
る
町
づ
く
り
を
目
指
し

て
が
ん
ば
っ
て
行
き
た
い
。

趣
味　

ゴ
ル
フ
、
祭
り
見
物 山　口　純　治

(55 歳　1期 )

会
派　

公
明
党

抱
負

　

皆
様
の
熱
い
熱
い
ご
支
援
に

よ
り
初
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
豊
か
で
住
み
良
い
町
」

を
め
ざ
し
一
人
ひ
と
り
の
声
を

大
切
に
し
て
、
皆
様
の
手
足
と

な
っ
て
全
力
で
働
い
て
ま
い
り

ま
す
。　

趣
味　
読
書
、
ド
ラ
イ
ブ
、
釣
り

白　石　　　学
(59 歳　1期 )

会
派　

無
会
派

抱
負

　
〝
発
展
か
ん
だ
〞
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
工
業
を
中
心
と
し
た
調
和

の
と
れ
た
町
造
り
、〝
人
に
優
し

い
〞
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
高
福
祉

の
町
、
教
育
に
充
実
し
た
町
、

を
作
り
た
い
。

趣
味　

読
書
、
歴
史
探
訪

尾　形　　　均
(60 歳　1期 )

会
派　

無
会
派

抱
負

　

役
場
生
活
32
年
数
ヶ
月
の
経

験
を
生
か
し
、
即
戦
力
と
し
て

議
会
改
革
や
苅
田
町
並
び
に
町

民
の
た
め
の
政
策
づ
く
り
、
条

例
づ
く
り
な
ど
議
会
の
活
性
化
、

先
進
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

趣
味　
ゴ
ル
フ
、
釣
り
、
野
菜
づ
く
り

伊　塚　　　弘
(62 歳　1期 )

会
派　

清
明
会

抱
負

　

苅
田
町
は
も
っ
と
発
展
し
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
一
歩
先
を

行
く
政
治
が
必
要
で
す
。
生
活

に
安
心
を
！
教
育
に
力
を
！
未

来
の
た
め
に
今
や
る
勇
気
を
！

夢
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

皆
様
の
た
め
に
邁
進
し
ま
す
。

趣
味　

読
書
、
パ
ソ
コ
ン

友　田　敬　而
(39 歳　2期 )

会
派　

未
来

抱
負

　

地
方
分
権
が
声
高
に
言
わ
れ

て
い
る
今
、「
町
民
の
た
め
」
に

初
心
を
忘
れ
ず
に｢

町
の
発
展｣

に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
。
ま
た

議
員
の
責
任
で
あ
る
〝
チ
ェ
ッ

ク
機
能
〞
を
果
た
す
よ
う
努
力

い
た
し
ま
す
。

趣
味　

読
書
、
ゴ
ル
フ

桝　谷　忠　明
(60 歳　2期 )

会
派　

日
本
共
産
党

抱
負

　
「
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
」

清
潔
な
町
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
、

障
害
者
が
安
心
し
て
住
め
る
、

教
育
と
福
祉
の
町
を
目
指
し
が

ん
ば
り
ま
す
。

趣
味　

山
歩
き
、
魚
釣
り

木　原　洋　征
(63 歳　2期 )

会
派　

公
明
党

抱
負

　

安
心
・
安
全
で
魅
力
あ
る
町

づ
く
り
の
為
、
一
人
の
人
を
大

切
に
、
現
場
第
一
主
義
を
モ
ッ

ト
ー
に
ど
こ
ま
で
も
町
民
の
皆

様
の
代
弁
者
と
し
て
全
力
で
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
。

趣
味　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
音
楽
鑑
賞

小　山　信　美
(50 歳　2期 )

会
派　

ニ
ュ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

抱
負

　

先
人
が
夢
見
た
町
づ
く
り
の

大
枠
が
大
成
の
時
期
を
向
か
え
、

今
後
は
住
民
の
た
め
の
町
づ
く

り
で
す
。
よ
り
身
近
な
議
員
と

し
て
魅
力
あ
る
苅
田
町
を
創
造

し
て
い
き
ま
す
。

趣
味　

近
場
の
山
歩
き

常　廣　直　行
(52 歳　2期 )

会
派　

ニ
ュ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

抱
負

　

苅
田
町
は
未
来
の
た
め
の
投

資
を
主
体
的
に
実
行
で
き
る
日

本
で
も
数
少
な
い
自
治
体
の
一

つ
だ
。

そ
の
利
点
を
苅
田
町
百
年
の
計

に
最
大
限
活
用
す
る
よ
う
提
言

し
て
い
き
た
い
。

趣
味　
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー
、
書
道
、
絵
画

冨　安　正　直
(38 歳　3期 )

会
派　

無
会
派

抱
負

　

町
民
の
皆
様
か
ら
与
え
ら
れ

た
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、
こ

れ
か
ら
の
４
年
間
町
政
・
議
会

改
革
に
全
力
で
、
ま
っ
す
ぐ
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

趣
味　

野
球
、
ゴ
ル
フ

三　原　　　茂
(46 歳　3期 )

会
派　

安
立
会

抱
負

　

苅
田
町
が
地
方
分
権
の
旗
手

と
な
る
べ
く
真
の
主
権
町
民
、

真
の
民
主
議
会
の
実
現
、
企
業

経
営
の
理
念
に
基
づ
く
行
財
政

改
革
に
取
り
組
む
。
諸
課
題
で

は
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
教
育

問
題
に
全
身
全
霊
を
傾
倒
す
る
。

趣
味　

読
書
、
散
策
、
書
道 林　　　繁　実

(57 歳　3期 )

会
派　

清
明
会

抱
負

　

初
心
に
帰
り
、
環
境
問
題
を

中
心
に
課
題
に
取
り
組
み
、
併

せ
て
町
民
の
持
つ
豊
か
な
潜
在

力
が
発
揮
で
き
る
、
つ
ま
り
住

民
力
が
あ
る
自
由
か
つ
達
な
苅

田
町
を
作
る
た
め
頑
張
り
た
い
。

趣
味　

読
書
、
旅
行

坂　本　東二郎
(59 歳　４期 )

会
派　

日
本
共
産
党

抱
負

　

住
民
こ
そ
主
人
公
、
住
ん
で

良
か
っ
た
と
い
え
る
町
づ
く
り

の
為
に
住
民
意
見
を
よ
く
聴
き
、

反
映
さ
せ
る
た
め
議
会
内
外
で

活
動
し
ま
す
。

趣
味　
山
野
草
の
観
賞
と
料
理
作
り

梶　原　弘　子
(60 歳　4期 )

会
派　

未
来

抱
負

　

皆
様
の
ご
支
援
で
、
今
回
当

選
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
福
祉
を
中
心
に
、
初
心

を
忘
れ
ず
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

趣
味　

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど

人
の
話
を
聞
く
こ
と

抱
負

　

今
日
、
時
代
の
変
化
に
対
応

し
、
町
民
の
信
頼
の
も
と
、
苅

田
町
発
展
の
た
め
に
議
会
が
円

滑
に
運
営
で
き
る
よ
う
副
議
長

と
し
て
自
己
改
革
し
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

趣
味　

ス
ポ
ー
ツ
鑑
賞
、
旅
行 井　上　　　修

(59 歳　3期 )

趣
味　

歴
史
探
訪
、
カ
ラ
オ
ケ武　内　幸次郎(56 歳　4期 )

会派・抱負・趣味

松　䕃　日出美
(66 歳　5期 )
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平成18年度決算  一般会計
歳入総額170億4,035万円(前年比5.2％減)
歳出総額137億3,369万円(前年比6.6％減)

千円単位は切り捨て

１人当たり396,755円使いました。
(平成19年3月末人口34,615人)

社会福祉施設整備補助金
保育園２ヶ所の老朽化による改修補助金

…………………………2億2,440万円
（国庫補助金1億4,025万円）

決
算
特
別
委
員
会
報
告
の
主
な
質
疑

決
算
特
別
委
員
長　

常　

廣　

直　

行

平
成
18
年
度
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

一
般
会
計
決
算 

１
件

特
別
会
計
決
算 

10
件

事
業
会
計
決
算 

２
件

　

慎
重
審
議
の
結
果
、
全
議

案
を
認
定
し
た
。

●
付
託
案
件

 

公
用
車
の
集
中
管
理
委
託
の

効
果
は
。

 

台
数
は
減
っ
て
い
な
い
が
、

各
課
が
利
用
し
や
す
く
な
っ

た
た
め
、
公
用
車
に
よ
る
出

張
で
旅
費
が
節
減
さ
れ
た
。

 

か
ん
だ
号
が
使
え
な
い
と
い

う
声
が
多
い
。
利
用
基
準
が
わ

か
り
や
す
く
で
き
な
い
か
。

 

平
成
16
年
に
見
直
し
た
が
、

今
も
使
い
づ
ら
い
と
の
声
が

あ
る
の
で
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

一
般
会
計
決
算

 

総
合
福
祉
会
館
管
理
運
営
委

託
料
が
年
々
70
〜
80
万
円
増
え

て
い
る
が
。

 

委
託
料
に
は
、
会
館
の
修

理
費
も
含
ん
で
い
る
。

 

豊
前
海
区
栽
培
漁
業
振
興
事

業
負
担
金
で
、
漁
業
者
が
増
え

る
中
、
栽
培
漁
業
を
盛
ん
に
す

る
計
画
は
あ
る
の
か
。

 

成
果
は
上
が
っ
て
い
な
い

が
、
苅
田
に
合
う
漁
業
を
見

極
め
な
が
ら
進
め
る
。

 

教
育
費
で
は
、
不

※

用
額
が
大

き
い
が
、
な
ぜ
運
動
会
の
記
念

品
を
廃
止
し
た
の
か
。

 

教
育
改
革
の
中
で
、
参
加

賞
を
今
年
か
ら
廃
止
し
た
。

 

極
力
事
業
を
早
め
て
ほ
し
い

と
い
う
住
民
の
声
が
大
き
い
が
、

国
に
対
し
て
何
か
手
段
は
な
い
の

か
。

 

住
民
の
声
は
充
分
理
解
し
て

い
る
し
、
最
大
の
努
力
を
し
て

い
る
。

 

町
独
自
の
施
策
と
し
て
、
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
、
減
免

措
置
は
で
き
な
い
か
。

 

税
の
公
平
性
か
ら
、
繰
り

入
れ
は
難
し
い
。
減
免
措
置

も
こ
れ
以
上
は
考
え
ら
れ
な

い
。

 

国
民
健
康
保
険

　
　
　

特
別
会
計
決
算

苅田駅周辺整備事業
平成22年3月完成を目指して
…………………………3億7,390万円

（国庫補助金1億6,834万円）

長畑松山線改良工事
…………………………4億3,224万円

（国庫補助金2億3,515万円）

南原小体育館改修工事
………………………3億2,900万円
　　　　　（国庫補助金4,885万円）

下
水
道
事
業
会
計
決
算

平成18年度一般会計決算 性質別歳出決算額

◆用語の説明（主なもの）
●人件費…報酬・給与等費として支払われる一切
の経費
●扶助費…社会保障制度の一環として支出される
経費で、予算科目の扶助費から支出される経費
●公債費…地方債 ( 借入金 ) の元利償還に要する
経費
●物件費…人件費・維持補修費・扶助費・補助費
等以外に支出する消費的性質の経費
●維持補修費…公共・公用施設の維持補修に要す
る経費
●普通建設事業費…道路・橋りょう・公園・学校・
公営住宅の建設等行政水準の向上に要する経費

17.8%

8.7%

8.3%

17.5%9.7%

7.4%

8.9%

20.2%

0.9%

0.5%

0.1%

災害復旧費
21,322

人件費

（単位：千円）

2,446,408

扶助費
1,200,138

公債費
1,134,635

物件費
2,398,547

維持補修費
65,355

補助費等
1,337,036

積立金
1,013,159

投資・出資
及び貸付金
117,743

繰出金
1,226,976

普通建設事業費
2,772,374

歳出総額
13,733,693

(平成18年度
　　決算書説明資料より)

※
不
用
額

　

予
算
現
額
か
ら
支
出
済
額
と
翌
年

度
繰
越
額
を
差
し
引
い
た
残
額
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工
事
中
の
庁
舎

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

議
会

広報
かんだNo.

93

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

 

安
定
化
対
策
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
成
委
託
料
は
、
ど
の
よ

う
な
内
容
か
。

 

町
の
紹
介
、
町
が
行
っ
て

い
る
事
業
の
紹
介
、
ま
た
他

市
町
村
と
比
較
し
て
進
ん
で

い
る
事
業
な
ど
を
掲
載
す
る
。

●
苅
田
町
生
活
安
全
条
例
の
制
定

 

条
例
の
制
定
の
考
え
方
は
。

 

苅
田
町
に
お
け
る
安
全
・

安
心
に
関
す
る
理
念
を
定
め

た
も
の
で
、
こ
れ
だ
け
で
諸

問
題
が
解
決
す
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
条
例
制
定
を
き
っ

か
け
に
地
域
活
動
を
よ
り
広

げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

付
託
委
員
会
報
告
（
第
６
回
定
例
会
）

で
国
庫
支
出
金
を
受
け
、
主

に
不
登
校
児
の
未
然
防
止
を

図
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
講
師
に
よ
る
講
演
指
導
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
導
入

を
行
な
う
。

●
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

  （
第
２
号)

 

歳
入
で
事
務
費
国
庫
補
助

金
２
３
３
万
７
千
円
減
額
の

理
由
は
。

 

県
の
指
導
に
よ
り
一
般
会

計
か
ら
補
て
ん
す
る
こ
と
と

な
っ
た
も
の
。

●
苅
田
町
立
公
民
館
の
設
置
・
管
理

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

●
小
波
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

 

２
議
案
は
、
使
用
料
の
一

部
改
正
で
あ
る
。
使
用
料
が

高
く
、
使
用
料
の
減
免
制
度

が
な
く
な
る
な
ど
に
よ
り
利

用
者
が
減
少
し
て
い
る
。
値

下
げ
の
検
討
は
。

 

使
用
料
は
管
理
費
の
10
％

程
度
を
カ
バ
ー
す
る
目
途
で

定
め
て
お
り
、
近
隣
自
治
体

と
同
レ
ベ
ル
で
妥
当
な
水
準

で
あ
る
。
利
用
者
が
減
っ
て

い
る
か
は
調
査
し
対
応
す
る
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

 

「
苅
田
町
中
心
市
街
地
商
店

街
に
ぎ
わ
い
創
出
支
援
事
業

補
助
金
」
に
つ
い
て
、
基
本

計
画
が
な
さ
れ
た
も
の
で
な

く
、
方
向
性
を
示
し
て
か
ら

予
算
化
さ
れ
る
べ
き
で
は
。

 

県
の
補
助
事
業
で
あ
り
、

事
業
運
営
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
反
省
点
も
踏
ま
え
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　

委
員
会
採
決
は
、
否
決
。

付
託
委
員
会
報
告（
第
５
回
臨
時
会
）

９
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
23
件(

決
算
特
別
委
員
会
付
託
13
件
を
除
く
。)

は
、

総
務
・
産
業
建
設
・
厚
生
文
教
の
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
22
議
案
は
可

決
す
べ
き
も
の
、
１
議
案
は
継
続
審
査
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

７
月
臨
時
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
６
件
は
、
総
務
・
産
業
建
設
・
厚

生
文
教
の
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
５
議
案
は

可
決
す
べ
き
も
の
、
１
議
案
は
否
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

 

総
務
常
任
委
員
会

付
託
委
員
会
報
告（
第
７
回
臨
時
会
）

10
月
臨
時
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
５
件
（
監
査
委
員
の
専
任

同
意
を
除
く
）
は
、
総
務
・
産
業
建
設
・
厚
生
文
教
の
各
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

 

総
務
常
任
委
員
会

意見書３件 (可決された意見書２件は、それぞれ関係機関に送付した。) 
・ ｢地域安全・安心町づくり推進法｣の早期制定を求める意見書 ‥‥   可決 
・ いじめ、不登校対策のための施策を求める意見書 ‥‥‥‥‥‥‥  可決 
・ 後期高齢者の命と健康を守るため後期高齢者医療制度の充実を 
求める意見書 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥   否決 

人事案件１件 
 ・ 人権擁護委員の候補者に大 重  吉 子氏を推薦することに同意した。 

 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

●
平
成
19
年
度
苅
田
町
苅
田
臨

空
産
業
団
地
開
発
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算(

第
３
号) 

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
苅

田
臨
空
産
業
団
地
造
成(

１

工
区
）
工
事
）

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
苅

田
臨
空
産
業
団
地
造
成(

２

工
区
）
工
事
）

●
工
事
協
定
の
締
結
（

き
ゅ
う
よ
う
ば
し

九
耀
橋

耐
震
・
落
橋
防
止
構
築
工
事

に
関
す
る
協
定
）

以
上
の
４
議
案
の
委
員
会
採

決
は
可
決
。

 

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）

 

苅
田
町
内
各
学
校
温
暖
化

対
策
調
査
業
務
委
託
費
に
つ

い
て
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

 

７
月
・
９
月
に
実
態
調
査
、

10
月
か
ら
３
月
に
結
果
の
取

り
ま
と
め
と
概
算
費
用
の
提

出
行
う
。

　
　

委
員
会
採
決
は
可
決
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８

号
）

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
苅

田
町
庁
舎
改
修
工
事
）

以
上
の
２
議
案
の
委
員
会
採

決
は
可
決
。

 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

●
専
決
処
分
（
苅
田
町
苅
田
臨

空
産
業
団
地
開
発
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

 

団
地
の
分
譲
が
予
想
以
上

に
好
調
だ
っ
た
要
因
は
。

 

前
町
長
の
空
港
開
港
を
見

据
え
た
英
断
が
あ
っ
た
。

 

今
後
の
工
場
用
地
の
確
保

の
方
向
性
は
。

 

自
動
車
生
産
１
５
０
万
台

構
想
の
追
い
風
が
今
後
も
続

く
と
み
て
い
る
の
で
、
白
石

工
業
団
地
の
売
れ
行
き
等
、

情
報
を
収
集
し
、
議
会
と
も
相

談
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

 

18
社
中
苅
田
町
の
住
民
の

雇
用
は
何
社
で
、
何
人
か
。

 

ト
ヨ
タ
九
州
を
除
い
た
、

17
社
で
、
全
従
業
員
が
４
５
０

名
、
町
民
１
５
０
名
で
あ
る
。

　
　

委
員
会
採
決
は
、
可
決
。

 

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８

号
）

 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

の
違
い
は
。

 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

は
問
題
を
か
か
え
る
個
人
に

対
し
て
行
い
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
は
学
校
全
体
や
家
庭

に
よ
り
高
度
な
指
導
を
行
な

う
。

　
　

委
員
会
採
決
は
、
可
決
。

総
務
常
任
委
員
会

継
続
審
査

●
苅
田
町
政
治
倫
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

第
14
条
（
町
工
事
等
に
関
す

る
遵
守
事
項
）
に
規
定
す
る
対

象
者
の
範
囲
を｢

町
長
等
、
議

員
及
び
配
偶
者
等｣

を｢

町
長
等

及
び
議
員
が
役
員
を
し
、
若
し

く
は
実
質
的
に
経
営
に
携
っ
て

い
る
企
業
又
は
町
長
等
及
び
議

員
の
配
偶
者
若
し
く
は
1
親
等

以
内
の
親
族
が
経
営
す
る
企
業｣

に
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

町
執
行
部
と
議
論
し
な
が
ら

厳
し
く
、
他
自
治
体
の
模
範
と

な
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

今
会
期
中
で
の
採
決
は
不
可
能

で
あ
る
。
継
続
廃
案
と
な
っ
て

も
改
選
後
の
議
会
体
制
の
中
で
、

執
行
部
、
議
会
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
議
論
を
重
ね
住
民
に
理

解
が
得
ら
れ
る
改
正
を
行
な
う

こ
と
か
ら
継
続
審
査
す
る
こ
と

と
決
定
し
た
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

 

苅
田
町
公
営
ス
ト
ッ
ク
総

合
計
画
活
用
は
前
倒
し
で
き

な
い
か
。

 

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
も
前

向
き
に
取
り
組
み
た
い
。
平
成

24
年
度
以
降
の
計
画
に
つ
い
て

産
業
建
設
常
任
委
員
会

は
、
社
会
情
勢
、
住
民
ニ
ー
ズ

が
変
わ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
再

評
価
し
て
情
勢
に
応
じ
た
総
合

計
画
を
見
直
し
対
応
し
た
い
。

●
工
事
協
定
の
締
結(

苅
田
駅
前

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
架
設

工
事
に
関
す
る
基
本
協
定)

 

利
用
で
き
る
の
は
い
つ
ご
ろ

か
。
一
部
で
も
出
来
れ
ば
、
ま
た

安
全
性
の
確
保
が
さ
れ
れ
ば
部

分
的
に
供
用
開
始
し
て
ほ
し
い
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

 

現
在
５
カ
所
あ
る
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
実
態
は
。

 
苅
田
校
区
で
定
員
の
１
・

25
倍
以
内
で
規
制
内
、
与
原

校
区
は
定
員
40
人
に
対
し
て

61
人
と
規
制
を
オ
ー
バ
ー
し

て
い
る
が
、
今
回
の
み
ど
り

幼
稚
園
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
に

よ
り
、
問
題
は
解
消
さ
れ
る
。

 

問
題
を
か
か
え
る
子
の
自

立
支
援
事
業
は
。

 

今
年
か
ら
２
年
間
の
予
定
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一
般
質
問
は
、６
人
が
質
問

木
原 

洋
征 

議
員

 

国
保
税
の
引
き
下
げ
と

       

さ
ら
な
る
減
免
が
必
要
だ

 

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い

議
会

広報
かんだNo.

93

議
会

広報
かんだ No.

93

清
潔
な
町
づ
く
り

に
町
長
の
決
断
を

小山　信美 議員

１． 国保税について
２． 教育環境の整備
３． 「誰もが安心して心豊かに暮らせる町」について
４． 不正・腐敗のない清潔な町づくりについて

11

梶原　弘子 議員

１． 子育て支援と少子化対策
２． 高齢者施策の充実を
３． 公害対策

12

１． 今期４年間の提言及び指摘してきたことの、
　 その後の状況について
２． 地域公民館の活用について

13

川上公美子 議員

１． 住みよい環境づくり
２． 次世代育成支援計画について
３． 町民サービスのあり方

14

１． 未来をになう子ども達の命とくらしは保障されているか
２． 町営住宅問題
３． 同和対策について
４． 障害者自立支援

15

武内幸次郎 議員

１． 未登記の進捗
２． かんだ号の使い方
３． 人口増
４． 武士道とは

木原　洋征 議員

松　日出美 議員

松　日出美議員の一般質問については、原稿
提出を辞退する申し出があり、質疑応答の内
容は割愛し、質疑項目のみ掲載しました。

議会を傍聴しませんか
次の定例会は12月です。
一般質問は12月12日・13日・14日（3日間）の予定。

開催時間/10時～17時（予定）受付は庁舎6階まで。

問い合わせは議会事務局まで ☎093-434-19819月議会は102人の傍聴者がありました
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中

吹田市児童館視察お話会
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 中学卒業までの
                  医療費無料化を
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 「飼い犬、猫のふん害等の
　　　　　　防止条例」の効果は
 町全体としては減少傾向

議
会

広報
かんだ No.

93

梶
原　

弘
子 

議
員

 

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
命
と
暮
ら
し
は

　

  

就
学
援
助
で
、
保
障
さ
れ
て
い
る
の
か

 

国
の
規
定
に
準
じ
て
保
障
し
て
い
く

町 営 城 南 団 地

新開公園のバスケットゴール

九州自動車道古賀SA（下り）ドッグラン
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苅田町民苅田町民
文化祭文化祭

～～秋秋～～満喫祭満喫祭

2007第3回2007第3回
エコデンレースエコデンレース
in 苅田in 苅田

苅田町子ども祭り苅田町子ども祭り

10月28日

10月27日

11月3～4日

10月21日
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